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  中医方剤薬効分類 
   方剤名 効能 生薬組成 
  書籍 主治および証  病機  方意 

　　清熱剤 清熱解毒剤4 
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清利湿熱・解毒・養血  当帰・川芎・白芍・熟地黄・黄連・黄芩・黄柏・山梔子・連翹・薄荷・防風・ 
車前子・木通各1.2ｇ・沢瀉・竜胆草各2ｇ 
 水煎し服用する。 

 一貫堂 主治は、肝経湿熱の遷延。 
  本方（竜胆瀉肝湯）は、温清飲に清利湿熱の竜胆草・沢瀉・木通・車前子と、祛風の薄荷・防風・連翹を加 
 えたものに相当し、下焦肝経に生じる慢性の膀胱炎、尿道炎、副睾丸炎、月経異常、帯下、膣炎などに適用す 
 る。 
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